
「
新
幹
線
」
で
活
気
再
び
藍
″

　
　
「
木
古
内
」
笏
末
期
に
幕
府

の
舶
と
し
て
初
め
て
太
平
洋
を

往
復
し
、
サ
ラ
キ
岬
で
眠
る
咸

臨
丸
に
ち
な
ん
だ
ィ
ペ
ン
ト

　
「
今
」
・
な
い
咸
嘔
凡
ま
つ
り
２

０
１
５
」
が
ｓ
、
1
6
の
両
日
、

町
内
で
闘
か
れ
る
。
北
海
道
新

幹
線
本
吉
内
訳
間
柴
記
心
苔
し

刻
副
別
別
回
引
刺
郵
か
剔
剛
副

約
1
0
び
の
花
山
車
も
初
登
場

し
、
パ
レ
ー
ド
が
盛
大
に
行
わ

れ
る
。

　
本
一
［
］
内
商
工
会
と
木
古
内
町

嘔
光
昭
命
が
主
呵
新
幹
綿
花

山
車
は
、
・
ぶ
店
内
建
築
協
会
ら

の
協
力
で
約
１
ヵ
月
か
け
て
完

成
さ
せ
た
。
商
工
会
女
性
郡
部

婿臨丸まつりで披露される北海酒戦幹線型の花山雁

掟
が
開
業
し
て
、
町
に
昔
の
よ

・
？
な
に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
・
て
ほ
し

’
？
と
思
い
を
込
め
な
が
９
化

を
装
飾
し
た
。

　
Ｓ
口
］
午
後
５
時
半
か
ら
は
、

新
幹
綿
花
山
東
や
隔
臨
丸
、
オ

ラ
ン
ダ
花
山
単
、
東
京
で
制
作

し
た
ミ
ニ
新
幹
線
の
山
車
な
ど

６
基
が
参
列
し
て
町
内
を
硫
り

歩
く
咸
臨
丸
パ
レ
ー
ド
を
行

う
。
み
そ
ぎ
公
園
で
は
同
３
時

か
ら
、
ミ
ニ
新
幹
編
集
車
体
聊

木
士
】
内
小
・
中
学
校
の
吹
奏
楽

演
奏
会
。
、
新
鮮
紬
ク
イ
ズ
大
会

を
展
開
。
さ
ら
に
同
７
‐
時
2
0
分

か
ら
は
、
き
こ
な
い
ヨ
サ
コ
。
イ

復
活
ラ
イ
ブ
、
新
幹
線
開
業
も

ち
ま
き
、
・
函
一
館
観
光
大
使
の
谷

ち
吼
ナ
さ
ん
の
歌
謡
ス
テ
ー
ジ

と
遜
南
・
津
経
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
歌
合
戦
も
あ
る
。

　
隋
日
は
み
そ
ぎ
公
園
で
、
ビ

ア
ホ
ー
ル
天
国
（
同
１
時
）
、

木
古
内
仮
装
盆
お
ど
り
大
会

‐‐
〔
同
６
時
半
〕
な
ど
で
盛
り
上

が
る
。
お
。
祭
り
屋
台
と
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
同
公
園
で
両
日

に
行
う
［
Ｓ
Ｍ
］
は
正
午
か
ら
、

８
日
は
午
後
１
時
か
・
ら
）
。

　
同
協
会
は
「
新
幹
瞳
の
花
山

楸
と
い
っ
た
見
ご
た
・
え
あ
る
盛

大
な
祭
り
を
楽
し
ん
で
」
と
話

し
、
来
場
を
呼
び
掛
け
る
・
。
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